
教科 重点課題 取組 発展的取組

国語
コミュニケーション
能力の向上と、基
礎的基本的な言語
能力の習得

言語活動を通した他者理解の場を確
保する。
小テストを通し語彙能力の向上を図
る。

議論におけるファシリテーターや司会
進行を行い、コミュニケーションを円
滑に行うスキルを身につける。

地歴公民
社会的事象を的確
に捉え、自己判断
できる能力を育成
する

各分野において、過去の経緯や今後
の状況の変化を的確に考察し、適切
な判断が行えるような教科指導を実
施する。

日々発生する様々な出来事におい
て、知識だけでなく各自が考察し、自
発的に行動ができるような授業を目
指す。

数学
数学的な見方・考え
方を働かせた数学
的活動

・事象を数学的に捉え、数学の問題
を見いだせる教材の開発
・問題解決の過程において、論理的
に考察する活動を重視した授業を実
施

問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度の評価を取り入れた授業の実
施

理科
能動的に学ぼうと
する環境づ くり。

・生徒相互に学ぶ時間の確保。
・生徒の自由意見を尊重する。
・考えをまとめ表現する時間の確保。
・実験例や手順を参考にして実験を行う。

・実験結果を考察し発表する。
・個人、班で問題演習を行う。

保健体育
生涯にわたり、運動
を継続する主体性
を身につける。

・各自が種目ごとの目標を設定し、体力
の向上を目指す。
・集団の中で互いに協力し合う態度を養
う。
・ケガや事故を回避する能力を高める。

体育は８単位を必修の上、２年次
に２単位、３年次に２単位の選択
科目を設け、多くの種目に対して
意欲的に取り組む姿勢を育てる。

芸術
自信をもって社会と
関わっていける表
現力。

・複数の課題に向き合うことで技術
力、基礎力の習熟を図る。
・確かな技術を身につけ、人に感動を
与えるパフォーマンスを目指す。.

イマジネーションを大切に難易度の
高い作品や演奏に取り組み、そこか
ら生み出される成果を発表できる場
の提供。

英語
基礎的な英語力や
語彙力の充実を目
指す。

１・２学年各科目で習熟度別授業・少人数制授
業の導入
各科目内での単語テスト・小テスト・確認プリン
トの充実
英語コミュニケーションⅠの授業を中心にＪＥ
Ｔ・ＡＬＴとの授業での自己表現力の修得

３年次では必修３単位に加え、選択２
単位（４科目）を設け、読解力や表現
力を深め、大学入試も視野に入れた
学力を養う。

家庭
ライフステージに応
じた生活知識の習
得

小中学校の学習を踏まえ、衣食住の
知識や発達段階を学ぶ

実習を通して知識と技術を結びつけ
る

情報
基礎的な情報技術
の習得と情報モラ
ルの理解

パソコンに対する基本的な操作を重
視し、他教科の学習に活用できる習
得し、情報モラルについて、理解を深
め、実社会でも役立つものとする。

ＳＮＳに対するモラルについて、さま
ざまな事例をもとに理解を深め、実社
会でも役立つものとする。
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